
　
屋
根
や
軒
先
に
雪
が
積
も
っ
た

住
宅
街
。
寒
さ
の
せ
い
か
外
に
人

は
見
当
た
ら
ず
、
辺
り
は
し
ん
と

し
て
い
る
。
表
札
が
な
い
所
も
多

く
、
昨
年
の
同
じ
時
期
よ
り
も
空

き
家
が
増
え
て
い
る
印
象
を
受
け

る
。
　
「
こ
こ
か
ら
出
ら
れ
る
め
ど
が

よ
う
や
く
付
い
た
。
最
初
の
予
定

よ
り
だ
い
ぶ
遅
れ
て
し
ま
っ
た
け

ど
」
　
岩
手
県
大
槌
町
の
応
急
仮
設
住

宅
示
鎚
中
村
仮
設
団
地
」
で
暮

ら
す
赤
鰯
幾
哉
さ
ん
（
7
5
）
は
言

う
。
東
日
本
大
震
災
の
津
波
で
流

さ
れ
た
自
宅
の
再
建
が
今
月
に
も

　
「
仮
設
住
宅
に
住
む
人
は
大
き
な
ス
ト

レ
ス
を
抱
え
て
い
る
」
と
話
す
赤
嶋
さ

ん
。
自
宅
を
再
建
し
て
も
仲
間
の
様
子

を
見
に
来
よ
う
と
思
っ
て
い
る

つながり

の芦?な1んに震災6年岩゛‘大槌加ｙ

始
ま
り
、
６
月
に
は
完
成
す
る
。

当
初
は
１
年
以
上
前
に
着
工
す
る

予
定
だ
っ
た
が
、
津
波
被
害
を
避

け
る
た
め
の
町
の
か
さ
上
げ
工
事

が
遅
れ
て
い
た
。

　
う
れ
し
さ
の
半
面
、
住
宅
ロ
ー

ン
の
問
題
に
は
頭
が
痛
い
。
以
前

住
ん
で
い
た
家
の
分
を
含
め
て

:
1
千
万
円
の
借
金
を
抱
え
る
。

割
で
支
払
う
計
画
だ
が
、
完
済

で
き
る
頃
に
は
9
0
歳
近
く
に
な

る
。
そ
れ
ま
で
働
け
る
保
証
は
な

４
０
？
Ｑ　
も
う
一
つ
、
気
掛
か
り
な
こ
と

が
あ
る
。
ピ
ー
ク
時
に
Ｉ
Ｏ
Ｏ
世

こ！帯
以
上
い
た
同
団
地
の
入
居
者
が

半
減
し
、
昨
年
４
月
に
は
自
治
会

を
解
散
し
た
。
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
来
る
こ
と
も
少
な
く
な
り

　
「
苦
境
を
一
緒
に
乗
り
越
え
た
仲

間
が
仮
設
に
取
り
残
さ
れ
、
寂
し

い
思
い
を
し
な
い
か
」
と
心
配
す

る
。
　
　
　
　
◇
　
　
◇

　
大
槌
町
で
は
、
津
波
被
害
の
跡

地
の
土
地
区
画
整
理
な
ど
、
町
民

の
自
宅
再
建
に
向
け
た
事
業
の
大

部
分
が
２
０
１
７
年
度
に
終
わ

る
。
災
害
公
営
住
宅
は
整
備
予
定

の
９
２
４
戸
の
う
ち
４
割
以
上
が

完
成
し
た
。

岩
手
県
大
槌
町
に
あ
る
仮
設
住
宅
（
上
）
と
災
害
公
営
住
宅

コ
ミ
ゴ
ー
テ
ィ
ー
の
課
題
が
生
じ
て
い
る

♀
）
。
そ
れ
ぞ
れ

の
異
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
問
題

が
生
じ
て
い
る
」

　
　
　
　
◇
　
　
◇

　
大
槌
町
内
で
最
も
大
き
い
災
害
公

営
住
宅
「
県
営
屋
敷
前
ア
パ

（
１
５
上
戸
）
を
訪
ね
た
。

　
生
活
の
立
て
直
し
は
着
実
に
進
の
の
ど
か
な
風
景
と
は
ア
ン
バ
ラ

ん
で
い
る
が
「
震
災
に
よ
っ
て
コ
　
ン
ス
な
５
階
建
て
マ
ン
シ
ョ
ン
は
昨

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
壊
れ
る
の
は
、
年
６
月
に
自
治
会
が
で
き
、
住
民
の

も
と
も
と
の
住
ま
い
が
あ
っ
た
地
田
中
栄
さ
ん
（
6
9
）
が
会
長
を
務
め

域
、
避
難
所
、
仮
設
住
宅
と
３
回
る
。

目
。
町
民
の
心
理
的
な
負
担
は
大
　
入
居
す
る
約
１
１
０
世
帯
は
、
い

き
い
」
と
、
現
地
の
支
援
団
体
「
Ｔ
ず
れ
も
経
済
的
な
理
由
か
ら
自
宅
を

ｓ
ｕ
ｂ
ｏ
ｍ
ｌ
（
つ
ぼ
み
）
」
メ
再
建
で
き
な
い
人
た
ち
だ
。
高
齢
の

ン
バ
ー
の
菅
谷
安
美
さ
ん
（
2
6
）
。
独
居
ま
た
は
夫
婦
の
世
帯
が
全
体
の

国
際
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ａ
Ｍ
Ｄ
７
割
を
占
め
る
。
「
震
災
の
前
は
Ｉ

Ａ
（
岡
山
市
）
の
サ
ポ
ー
ト
拠
点
軒
家
に
暮
ら
し
て
い
た
人
た
ち
。
マ

「
大
槌
健
康
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
土
　
ン
シ
ョ
ン
生
活
は
不
慣
れ
で
、
互
い

の
元
ス
タ
ッ
フ
で
、
被
災
者
ら
の
に
援
し
方
が
分
か
ら
な
い
よ
う
だ
」

交
流
イ
ペ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
と
田
中
さ
ん
は
話
す
。

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
面
倒
を
嫌
っ
て
か
、
入
居
者
の
１

　
仮
設
住
宅
に
親
し
い
人
が
い
な
割
は
自
治
会
に
入
っ
て
い
な
い
。
こ

く
な
っ
て
引
き
こ
も
っ
た
、
自
宅
う
し
た
状
況
で
は
孤
独
死
が
懸
念
さ

を
再
建
し
た
地
域
に
う
ま
く
な
じ
れ
る
。

め
な
い
、
災
害
公
営
住
宅
で
一
か
　
　
「
隣
人
と
の
距
離
が
近
い
マ
ン
シ

ら
人
間
関
係
を
つ
く
る
の
が
面
倒
　
ョ
ン
は
本
来
見
守
り
も
し
や
す
い
は

・
…
活
動
を
通
じ
て
菅
谷
さ
ん
は
ず
だ
」
と
田
中
さ
ん
。
夏
祭
り
や
ク

こ
ん
な
声
を
聞
く
。
　
　
　
　
　
　
リ
ス
マ
ス
な
ど
年
数
回
開
く
集
会
所

　
　
「
仮
設
住
宅
に
残
る
、
自
宅
を
の
イ
ペ
ン
ト
に
住
民
を
誘
い
、
つ
な

再
建
す
る
、
災
害
公
営
住
宅
に
人
が
り
を
つ
く
り
た
い
と
考
え
て
い

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
環
境
で
、
種
類
る
。
（
秋
山
昌
三
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仮
設
住
宅
　
自
宅
を
な
く
し
た
被
災
者
の
た
め
、
災
害
救
匹

法
に
基
づ
き
行
政
が
提
供
す
る
住
宅
。
プ
レ
ハ
ブ
が
基
本
。
｛

手
県
大
槌
町
で
は
4
8
団
地
２
１
０
０
戸
が
整
備
さ
れ
た
。
入
居
期
間
は
原
則
り

年
だ
が
、
大
槌
町
は
土
地
区
画
整
理
事
業
な
ど
の
遅
れ
で
転
居
先
が
十
分
に

保
で
き
ず
延
長
さ
れ
て
い
る
。
既
存
の
民
間
賃
貸
住
宅
を
自
治
体
が
借
り
上

る
「
み
な
し
仮
設
」
も
あ
る
。
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